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【1：障がい者が働くことについて】 

障がい者が働くことについて、あなたのお考えを聞かせてください。なお、ここでいう障

がい者とは、働くことのできる、または働きたい障がい者のことをイメージしています。 

 

問 1 障害者自立支援法の就労継続支援 B型事業所（以下、B型事業所とする）の障がい者

就労についてあなたのお考えに近いもの 1つに○をつけてください。 

A) 訓練である 

B) どちらかといえば訓練である 

C) どちらかといえば（一般的に考えられる）労働である 

D) （一般的に考えられる）労働である 

E) その他（具体的に：                           ） 

 

 

問2 B型事業所から支払われる工賃についてあなたのお考えに近いもの1つに○をつけて

ください。 

A) 工賃が最低賃金を下回るのは仕方がない 

B) 工賃が最低賃金を下回るのはある程度仕方がない 

C) 工賃が最低賃金を下回るのはいけない 

D) その他（                                ） 

 

 

問 3 B型事業所で障がい者が 1日 6時間、１ヶ月に 20日間の作業を行ったとします。 

また、最低賃金が 1時間あたり 650円とします。 

その場合の工賃としてあなたが妥当だと考えるものを以下の中から 1 つ選んで○をつけ

てください。なお、障がいの程度や作業職種については想定せずにお答えください。 

（参考までに、この場合の最低賃金は、650円×6時間×20日間＝78,000円となります） 

 

A) 1,000円以上 3,000円未満 B) 3,000円以上 5,000円未満 

C) 5,000円以上 10,000円未満 D) 10,000円以上 30,000円未満 

E) 30,000円以上 50,000円未満 F) 50,000円以上 最低賃金（78,000円）未満 

G) 最低賃金（78,000円）以上 H) その他（              ） 

現在勤めている就労継続支援 B 型事業所（旧授産施設）での経験が 3 年以上の

支援職の方に調査をお願いしております。該当する方が複数いらっしゃる場合

は、代表者 1名が回答してください。ご協力よろしくお願いいたします。 
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【2：B型事業所で働くあなたのお考えについて】 

B型事業所の支援者として、あなたのお考えをお聞かせください。 

 

問 1 B型事業所において、あなたはどのような姿勢で支援をしていますか？以下の中から

3 つまで選んで○をつけ、それらの中で最も重視しているもの 1 つに◎をつけてくださ

い。 

A) 作業スキルを向上させるための支援をする 

B) 精神的な支援をする 

C) あらゆる面において失敗をしないように支援する 

D) 多少失敗をしても、そこから成長できるように支援する 

E) 社会生活に必要なルールやマナーを身につけられるように支援する 

F) 社会的な差別を受けないように保護する 

G) 障がい者にできるだけ高い工賃や給料を払えるようにする 

H) 周りの人々（同僚や仲間）とのよい関係が保てるように支援する 

I)  障がい者が家族とよい関係が保てるように支援する 

J) その他（                                ） 

 

問2 あなたが働くときに重視していることはどのようなことですか？以下の中から3つ選

んで、優先順位をつけてください。 

A) 障がい者の笑顔 B) 障がい者の家族の笑顔 

C) 障がい者の技術的な成長 D) 障がい者の精神的な成長 

E) 自己の生活 F) 自己のお金を稼ぐ 

G) 自己の労働時間と休暇数 H) 自己のキャリアアップ 

I)  自己の働きがい J) 自己実現 

K) 自己の仕事を通じての社会貢献 L) 自己のプライベートの充実 

M) 自己の人脈を広げる N) 特になし 

O) その他（                                ） 

 

※回答欄 

1番目に重視  2番目に重視  3番目に重視  
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【3：あなたの事業所における工賃向上のための取り組みについて】 

問 1-1 あなたの事業所は、工賃向上のための取り組みをしていますか？あてはまるもの１

つに○をつけてください。 

A) 力を入れて取り組んでいる →問 1-2へ B) 取り組んでいる →問 1-2へ 

C) ほとんど取り組んでいない →問 1-3へ D) 取り組んでいない →問 1-3へ 

 

 

問 1-2 ※問 1-1 で「A) 力を入れて取り組んでいる」、または「B) 取り組んでいる」を選

ばれた方にお聞きします。 

あなたの事業所では、工賃向上のためにどのような取り組みをしていますか？取り組ん

でいること全てに○をつけ、その中で主な取り組みを 1つ選んで◎をつけてください。 

A) 営業活動を行っている 

B) マーケティング手法を取り入れている 

C) 新規事業を行っている 

(新規事業の内容：                            ) 

D) 利用者スキルアップを行っている 

E) 経営者の意識改革を行っている 

F) 職員の意識改革を行っている 

G) 中小企業診断士など外部コンサルを導入している 

H) 事業所内で勉強会を行っている 

I) 外部で行われている勉強会や研修に参加している 

J) フェイスブックやツイッタ―など、ソーシャルネットワークサービスを活用し 

ている 

K) 事業所のホームページを充実させたり、チラシを発行したりするなど、広報活動

を行っている 

L) 特に行っていない 

M) その他（                                ） 

 

 

問 1-3 ※問 1-1 で「C) ほとんど取り組んでいない」、または「D) 取り組んでいない」を

選ばれた方にお聞きします。 

あなたの事業所は、工賃向上に向けた取り組みを行いたいと思っていますか？あてはま

るもの 1つに○をつけ、そのように回答した理由を以下（次の頁）にご記入ください。 

A) 取り組みを行いたいと思っている 

B) どちらかと言えば取り組みを行いたいと思っている 

C) どちらかと言えば取り組みを行いたいと思っていない 

D) 取り組みを行いたいと思っていない 
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回答の理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

問 2-1 全員におうかがいします。工賃を向上させる上で、あなたの事業所が抱える問題や

課題となっていることについておうかがいします。各設問について最もあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

設問 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
と
も 

言
え
な
い 

あ
ま
り 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

A) 工賃向上に向けた取り組みの方法が分

からない 

     

B) 同僚が工賃向上の取り組みに積極的で

はない 問 2-2 へ 問 2-2へ 

   

C) 上司が工賃向上の取り組みに積極的で

はない 問 2-3 へ 問 2-3へ 

   

D) 経営層（理事長や施設長）が工賃向上

の取り組みに積極的ではない 問 2-4 へ 問 2-4へ 

   

E) 工賃向上の取り組みをすると利用者の

負担が増える 

     

F) 工賃向上の取り組みをすると障がい者

のその人らしさがなくなってしまう 

     

G) 工賃向上の取り組みをすると職員の負

担が増える 

     

H) 販路や取引先がない 

 

     

I) 工賃向上の取り組みに向けて外部のコ

ンサルを導入したい 

     

J) 「利用者支援」のために必要なスキル

と「工賃向上」のために必要なスキル

が異なる 
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※問 2-1で「B) 同僚が工賃向上の取り組みに積極的ではない」、「C) 上司が工賃向上

の取り組みに積極的ではない」、「D) 経営層（理事長や施設長）が工賃向上の取り組

みに積極的ではない」の質問に「あてはまる」、「どちらかと言えばあてはまる」を選

んだ方にお聞きします。その理由についてそれぞれお答えください。 

 

問 2-2 「B) 同僚が工賃向上の取り組みに積極的ではない」のはなぜですか？ 

 

 

 

 

 

 

問 2-3 「C) 上司が工賃向上の取り組みに積極的ではない」のはなぜですか？ 

 

 

 

 

 

 

問 2-4 「D) 経営層（理事長や施設長）が工賃向上の取り組みに積極的ではない」のは 

なぜですか？ 

 

 

 

 

 

 

問 3 全員におうかがいします。工賃を向上させる上で、上記以外の問題や課題となってい

ることがあれば、教えてください。 
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【4：障がい者の生活の質（QOL）と職業生活の質（QWL）について】 

 

問 1 支援者としてあなたの考えに近い方に○をつけてください。 

A) 障がい者の「生活の質（QOL）」を高めるためには、障がい者の「職業生活の

質（QWL: Quality of Working Life）」も高めるようにしなければならない。 

 

B) 障がい者の「職業生活の質（QWL: Quality of Working Life）」を高めるのも大

切だが、まずは障がい者の「生活の質（QOL）」を高める方が優先である。 

 

 

 

問 2 障がい者の職業生活の質を向上させるために、支援者としてあなたが必要だと思うこ

とは何ですか？以下の中からすべて選んで○をつけ、それらの中で特に必要だと思う

もの 3つまで◎をつけてください。 

 

A) 訓練からスタートし、できる限り自立して仕事ができるように支援する 

B) 新しい技術が習得できるように支援する 

C) 生産性が向上するように支援する 

D) 仕事に対する意欲が向上するよう支援する 

E) 仕事に誇りが持てるように支援する 

F) 仕事上の人間関係に満足できるよう支援する 

G) キャリアという視点を入れ、教育を行う 

H) チームの一員として仕事をしていると自覚できるように支援する 

I)  職場に適応できるように支援する 

J)  物理的に働きやすい環境（作業場、食堂、休憩場所なども含む）を提供する 

K) 労働日数や時間など勤務体系が柔軟である 

K) 単調・反復的な仕事、能力や創造性を活かせる仕事など、障がい者に合った 

仕事を提供する 

M) 仕事の選択肢が多く、多様な職種を提供する 

N) 工賃を向上させる 

O) 仕事に対して客観的、公正な評価をする 

P) 障がい者の「職業生活の質を高める」という意味を支援者が理解している 

Q) その他（                               ） 
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【5：B型事業所の基本理念や基本方針について】 

B型事業所の基本理念や基本方針について、あなたを含めた職員の状況を教えてください。 

 

問 1-1 あなたを含めた職員は、事業所の基本理念や基本方針を知っていると思いますか？

あてはまるもの 1つに○をつけてください。 

A) 知っていると思う→ 問 1-2へ B) 知らないと思う → 問 2-1へ 

C) 事務所に基本理念や基本方針がない→ 問 2-1へ 

 

問 1-2 ※問 1-1で「A)知っていると思う」を選んだ方にお聞きします。なぜ基本理念や基

本方針を知っていると思いますか？あてはまるもの全て選んで○をつけてください。 

A) 新人研修のときに教わる機会があるから 

B) 研修会や勉強会で教えてもらう機会があるから 

C) 定期的に経営層（理事長や施設長）や上司から教えてもらう機会があるから 

D) 同僚から教えてもらう機会があるから 

E) 分からない 

F) その他（                               ） 

 

問 2-1 あなたを含めた職員は、経営層（理事や施設長）の「支援の方針」を知っていると

思いますか？あてはまる方に○をつけてください。 

A) 知っていると思う →問 2-2へ B) 知らないと思う →問 3-1（次の頁）へ 

 

問 2-2 ※問 2-1で「A)知っていると思う」を選んだ方にお聞きします。 

あなたを含めた職員は、経営層（理事や施設長）の「支援の方針」を、支援の場で実

践していると思いますか？あてはまる方に○をつけてください。 

A) していると思う →問 2-3へ B)していないと思う →問 2-4へ 

 

問 2-3 ※問 2-2で「A)していると思う」を選んだ方にお聞きします。 

どのように実践しているか教えてください。 

 

 

 

 

問 2-4 ※問 2-2で「B)していないと思う」を選んだ方にお聞きします。なぜ実践していな

いと思いますか？ 
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問 3-1 経営層（理事や施設長）は、「現場にいる職員が業務上やりたいこと」、もしくは「現

場にいる職員が経営層にやってもらいたいこと」を理解していると思いますか？あて

はまる方に○をつけてください。 

A) 理解していると思う →問 4-1へ B) 理解していると思わない →問 3-2へ 

 

問 3-2 ※問 3-1で「B)理解していると思わない」を選んだ方にお聞きします。 

なぜそう思うのですか？ 

 

 

 

 

問 4-1 あなたが勤める B型事業所の職員同士でよく話題にあがることを、以下から 3つま

で選んで○をつけ、それらの中で最も話題にあがること 1つに◎をつけてください。 

A) 利用者のこと  B) 利用者の家族のこと 

C) 支援のこと D) 同僚のこと 

E) 管理職・上司のこと F) 工賃のこと 

G) プライベートのこと H) その他（            ） 

 

問 4-2 あなたが勤める B型事業所の経営層とよく話題にあがることを、以下から 3つまで

選んで○をつけ、それらの中で最も話題にあがること 1つに◎をつけてください。 

A) 利用者のこと  B) 利用者の家族のこと 

C) 支援のこと D) 同僚のこと 

E) 管理職・上司のこと F) 工賃のこと 

G) プライベートのこと H) その他（            ） 

 

問 5 あなたが勤める B 型事業所の就労についての目標を、以下から 3 つまで選んで○を

つけ、それらの中で特に目標としているもの 1つに◎をつけてください。 

A) 作業スキルを向上させるための支援をする 

B) 精神的な支援をする 

C) あらゆる面において失敗をしないように支援する 

D) 多少失敗をしても、そこから成長できるように支援する 

E) 社会生活に必要なルールやマナーを身につけられるよう支援する 

F) 社会的な差別を受けないように保護する 

G) 障がい者にできるだけ高い工賃や給料を払えるようにする 

H) 周りの人々（同僚や仲間）とよい関係が保てるよう支援する 

I)  障がい者が家族とよい関係が保てるよう支援する 

J) その他（                              ） 
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【6：B型事業所の概況について】 

B型事業所の概況についておうかがいします。特に指定のない場合は、平成 24年 4月時点

の状況をお知らせください。また、多機能型事業所に該当する方は、特に指定のない場合、

B型事業所についてのみお答えください。 

 

問 1 あなたが勤務する B 型事業所の設置主体はどのような団体ですか？あてはまるもの

を以下（問 2の選択肢）から選んでください。 

 

  

問 2 経営主体はどのような団体ですか？あてはまるものを以下から選んでください。 

 

 

A) 自治体 

（都道府県・市町村） 

B) 社会福祉法人 C) 財団法人 

D) 社団法人 E) 医療法人 F) 事業団 

G) 親の会・家族会 H) 特定非営利活動法人 I) 株式会社・有限会社 

J) 任意団体 K) その他  

 

 

問 3 あなたが勤務する法人で行っている就労支援事業を、以下の中から全て選んで○をつ

けてください。 

A) 就労継続支援 A型 B) 就労継続支援 B型 C) 就労移行支援 

 

 

問 4 あなたが勤務する法人で行っている事業を、以下の中から全て選んで○をつけてくだ

さい。 

A) 日中活動支援（問 3の事業以外で、療養、生活介護、自立訓練など） 

B) 居宅サービス（ホームヘルプ、ショートステイ、行動援護など） 

C) 居住支援サービス（ケアホーム、グループホーム、入所事業所など） 

D) 地域生活支援（相談支援、地域活動支援センターなど） 

E) なし 

F) その他（                              ） 

 

 

問 5-1 あなたが勤務する B型事業所の利用者定員は何人ですか？ 

定員（       ）名 
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問 5-2 あなたが勤務する B型事業所の利用者の人数についておうかがいします。障害種別

ごとにお答えください。 

障害の種別 人数 

身体障害（肢体不自由、視覚障害、聴覚言語障害、内部障害を含む）  

知的障害（自閉症、ダウン症を含む）  

精神障害（統合失調症、そううつ病、てんかん、神経症を含む）  

発達障害（知的障害を含まない）  

その他（                          ）  

合計  

 

問 6 あなたが勤務する B型事業所の利用者 1人あたりの 1カ月（30日）の平均作業日数

と平均作業時間、平均月額工賃、目標工賃についてお答えください。 

 

※平成 23年度のものをお答えください。 

(1) 平均作業日数（1カ月あたり） ：（        ）日 

(2) 平均作業時間（1カ月あたり） ：（        ）時間 

(3) 平均工賃（1カ月あたり）  ：（        ）円 

(4) 目標工賃（1カ月あたり）  ：（        ）円 

 

問 7 あなたが勤務する B型事業所で行っている全ての作業・活動内容を教えてください。 

 （たとえば、喫茶、製パン、木工など） 

 

 

 

 

 

 

問 8 あなたが勤務している法人と B型事業所の職員数についておうかがいします。 

常勤換算職員数をご回答ください。おおよその人数でも構いません。 

(1) 法人全体の職員数 （      ）名 

(2) B型事業所の職員数  （      ）名 

 

問 9 あなたの 1カ月（30日）の平均残業時間はどれくらいですか？ 

平均残業時間（         ）時間 
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問 7-1 あなたは民間企業での勤務経験がありますか？ 

A) ある →問 7-2へ B) ない →最後の質問へ 

 

問 7-2 ※問 7-1で「A)ある」を選んだ方にお聞きします。 

以下の中で経験した職種全てに○をつけてください。 

A) 事務職 B) 営業職 C) 販売職 D) 技術職 

E) 製造職 F) 専門職 G) サービス職 H) その他（      ） 

 

 

最後に、ご質問やご意見等ございましたら、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で質問は終わりです。ご協力どうもありがとうございました。 

 

※本事業の研修プログラムの参加案内を希望する方のみご記入ください。 

なお、研修は 2013年 1月、2月を予定しております。 

住所 〒 

事業所名 
 

氏名 
 

 



事前アンケート 
 

事前アンケート（大阪会場） 

2013/2/8 

 

障がい者が働くことについて、あなたのお考えを聞かせてください。なお、ここでいう

障がい者とは、働くことのできる、または働きたい障がい者のことをイメージしています。 

 

問 1 障害者自立支援法の就労継続支援 B型事業所（以下、B型事業所とする）の障がい者

就労についてあなたのお考えに近いもの 1つに○をつけてください。 

A) 訓練である 

B) どちらかといえば訓練である 

C) どちらかといえば（一般的に考えられる）労働である 

D) （一般的に考えられる）労働である 

E) その他（具体的に：                           ） 

 

問 2 B型事業所から支払われる工賃についてあなたのお考えに近いもの 1 つに○をつけて

ください。 

A) 工賃が最低賃金を下回るのは仕方がない 

B) 工賃が最低賃金を下回るのはある程度仕方がない 

C) 工賃が最低賃金を下回るのはいけない 

D) その他（                                ） 

 

問 3 B型事業所で障がい者が 1日 6時間、１ヶ月に 20日間の作業を行ったとします。 

また、最低賃金が 1時間あたり 650円とします。 

その場合の工賃としてあなたが妥当だと考えるものを以下の中から 1 つ選んで○をつけ

てください。なお、障がいの程度や作業職種については想定せずにお答えください。 

（参考までに、この場合の最低賃金は、650円×6時間×20日間＝78,000円となります） 

 

A) 1,000円以上 3,000円未満 B) 3,000円以上 5,000円未満 

C) 5,000円以上 10,000円未満 D) 10,000円以上 30,000円未満 

E) 30,000円以上 50,000円未満 F) 50,000円以上 最低賃金（78,000円）未満 

G) 最低賃金（78,000円）以上 H) その他（              ） 

 

 

---------------------------------------------  切り取り線  -------------------------------------------------- 

保存用 この用紙は 3回の研修が終わるまで保存しておいてください。 

回答欄 

問 1  問 2  問 3  

 



独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 

「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」アンケート調査 
 

 
※このアンケートは、今後の活動や独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業の実施の参考にさせていただく

ために実施するものであり、その他の目的に使用することは一切ございません。 

 

この度は、研修にご参加いただき、どうもありがとうございました。本研修について、皆さま

の忌憚ないお考えやご意見をお聞かせいただきたいと思っております。何卒アンケートのご協力

をよろしくお願いいたします。 

 

問１ 本日（第１回）の「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」の内容全般について、

ご満足いただけましたか。もっともあてはまるもの 1つに○をつけてください（４択）。 

A）とても満足 →問２へ           B）満足 → 問２へ 

C）やや不満足 →問３へ           D）不満足 →問３へ 

  

問２（問１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。記号に○を

つけてください（複数回答可）。 

A）役立つ情報が得られた          B） 日頃の生活や活動に役立った  

C）スキルアップにつながった         D） 他の参加者との交流・情報交換が図られた 

E）抱えていた問題・不安の解消につながった 

F) その他（                                    ） 

 

問３（問１で「やや不満足」「不満足」を選んだ方）どのような点が良くなかったですか。記号

に○をつけてください（複数回答可） 

A）役立つ情報が得られなかった     B）日頃の生活や活動の参考にならなかった 

C）スキルアップにつながらなかった   D）他の参加者との交流・情報交換ができなかった 

E）抱えていた問題・不安の解消につながらなかった 

F) その他（                                    ） 

 

※問４～６は、今回の研修を受講した後のあなたのお考えをお聞かせください。 

問４ Ｂ型事業所の障がい者（利用者）の就労について、あなたのお考えに近いもの１つに○を

つけてください。 

A）訓練である                     B）どちらかと言えば訓練である 

C）どちらかと言えば（一般的に考えられる）労働である D）一般的に考えられる労働である 

E）その他（具体的に：                               ） 

 

問５ Ｂ型事業所で障がい者が 1 日 6 時間、１ヶ月に 20 日間の作業を行ったとします。また、

最低賃金が 1時間あたり 650 円とします。 

その場合の工賃としてあなたが妥当だと考えるものを以下の中から 1 つ選んで○をつけてくだ

さい。なお、障がいの程度や作業職種については想定せずにお答えください。 

（参考までに、この場合の最低賃金は、650 円×6時間×20 日間＝78,000 円となります） 

A) 1,000 円以上 3,000 円未満 B) 3,000 円以上 5,000 円未満 

C) 5,000 円以上 10,000 円未満 D) 10,000 円以上 30,000 円未満 

E) 30,000 円以上 50,000 円未満 F) 50,000 円以上 最低賃金（78,000 円）未満 

G) 最低賃金（78,000 円）以上 H) その他（               ） 

（裏へ続く→） 



独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 

「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」アンケート調査 
 

 
※このアンケートは、今後の活動や独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業の実施の参考にさせていただく

ために実施するものであり、その他の目的に使用することは一切ございません。 

 

 

問６ Ｂ型事業所から支払われる工賃についてあなたのお考えに近いもの 1 つに○をつけてく

ださい。 

A) 工賃が最低賃金を下回るのは仕方がない 

B) 工賃が最低賃金を下回るのはある程度仕方がない 

C) 工賃が最低賃金を下回るのはいけない 

D) その他（                                ） 

 

問７ 今回の研修を受講する「前」と「後」の、あなたのお考えの「差」についてお聞きします。

研修の前と後では、「問４」と「問５」の回答内容に変化がありましたか？また、それはなぜで

すか？以下の回答欄に記入してください。 

A)変化があった               B）変化はなかった 

C）その他（                                    ） 

 

問７の回答の理由も教えてください。「A）思う」と回答した方は、どのような変化があったかも

教えてください。（自由記述）  

 

 

 

 

 

 

問８ 今回の研修を受講し、今後はどのような「気持ち」や「方法」で、工賃向上のための取り

組みを行っていきたいと思いますか？（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

問９ その他、ご意見ご感想などありましたら、ご記入をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

最後に、あなた自身のことについてお聞かせください。 

◆性別： 男性 ・ 女性 

◆年齢：（       ）歳 

◆ご職業： B 型管理者 ・ B 型職員 ・ 行政職員 ・ 他（           ） 

◆受講内容： 管理者向け研修 ・ 職員向け研修 （どちらかに○をつけてください） 



独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 

「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」アンケート調査 
 

 
※このアンケートは、今後の活動や独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業の実施の参考にさせていただく

ために実施するものであり、その他の目的に使用することは一切ございません。 

 

この度は、研修にご参加いただき、どうもありがとうございました。本研修について、皆さま

の忌憚ないお考えやご意見をお聞かせいただきたいと思っております。何卒アンケートのご協力

をよろしくお願いいたします。 

 

問１ 本日（東京第 2回）の「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」の内容全般につ

いて、ご満足いただけましたか。もっともあてはまるもの 1つに○をつけてください（４択）。 

A）とても満足 →問２へ           B）満足 → 問２へ 

C）やや不満足 →問３へ           D）不満足 →問３へ 

  

問２（問１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。番号に○を

つけてください（複数回答可）。 

A）役立つ情報が得られた          B） 日頃の生活や活動に役立った  

C）スキルアップにつながった         D） 他の参加者との交流・情報交換が図られた 

E）抱えていた問題・不安の解消につながった 

F) その他（                                    ） 

 

問３（問１で「やや不満足」「不満足」を選んだ方）どのような点が良くなかったですか。番号

に○をつけてください（複数回答可） 

A）役立つ情報が得られなかった     B）日頃の生活や活動の参考にならなかった 

C）スキルアップにつながらなかった   D）他の参加者との交流・情報交換ができなかった 

E）抱えていた問題・不安の解消につながらなかった 

F) その他（                                    ） 

 

問４‐１ 今回（2回目）の研修を受講する「前」と「後」の、あなたのお考えの「差」につい

てお聞きします。「B 型事業所の就労・工賃・支援」のことについて、あなたの考えや想いなど

に変化がありましたか？ 

A)変化があった →問４‐２へ        B）変化はなかった →問５へ 

C）その他（                                ）→問５へ 

 

問４‐２ 問４‐１で「A）変化があった」と回答した方に質問します。どのような変化があり

ましたか。（自由記述）  

 

 

 

 

 

 

 

 



独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 

「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」アンケート調査 
 

 
※このアンケートは、今後の活動や独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業の実施の参考にさせていただく

ために実施するものであり、その他の目的に使用することは一切ございません。 

 

問５ 今回の研修を受講し、今後はどのような「気持ち」や「方法」で、工賃向上のための取り

組みを行っていきたいと思いますか？（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 今後、あなたが受講してみたい研修は、どのような内容ですか？あてはまるもの全てに○

をつけ、それらの中で最も受講してみたいもの 1 つに◎をつけてください。 

A）制度のこと                B）授産施設の歴史のこと 

C）工賃アップのための具体的なノウハウ    D）工賃アップの先駆的な取組みや事例 

E）マーケティングやブランディング      F）営業のノウハウ 

G）下請けから脱するための方法        H）作業マネジメントのこと 

I）他者（上司・部下・同僚）に対して説明したり、説得したりする技法 

J）外部コンサルタントのこと 

K）利用者への支援（就労のこと）方法 

L）B型事業所は「訓練」なのか、「就労」なのかというはっきりした回答 

M）全国の自分と同じ立場にいる「管理者」や「支援者」の考え 

N）自身のキャリアアップのこと 

O) なぜ B型事業所は工賃向上が必要とされるのかを考えるディスカッション 

P）その他（                                  ） 

 

問７ その他、ご意見ご感想などありましたら、ご記入をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、あなた自身のことについてお聞かせください。 

◆性別： 男性 ・ 女性 

◆年齢：（       ）歳 

◆ご職業：（B型管理者 ・ B 型職員 ・ 行政職員 ・ 他（           ） 

◆受講内容： 管理者向け研修 ・ 職員向け研修 （あてはまる方に○） 

◆受講回数：1回目の研修を受講した ・ 1 回目の研修は受講していない（あてはまる方に○） 



独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 

「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」アンケート調査 
 

 
※このアンケートは、今後の活動や独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業の実施の参考にさせていただく

ために実施するものであり、その他の目的に使用することは一切ございません。 

 

この度は、研修にご参加いただき、どうもありがとうございました。本研修について、皆さま

の忌憚ないお考えやご意見をお聞かせいただきたいと思っております。今回は設問数も多いので

すが、何卒アンケートのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

問１ 本日（第３回）の「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」の内容全般について、

ご満足いただけましたか。もっともあてはまるもの 1つに○をつけてください（４択）。 

A）とても満足 →問２へ           B）満足  →問２へ 

C）やや不満足 →問３へ           D）不満足 →問３へ 

  

問２（問１で「とても満足」「満足」を選んだ方）どのような点が良かったですか。記号に○を

つけてください（複数回答可）。 

A）役立つ情報が得られた          B） 日頃の生活や活動に役立った  

C）スキルアップにつながった         D） 他の参加者との交流・情報交換が図られた 

E）抱えていた問題・不安の解消につながった 

F) その他（                                    ） 

 

問３（問１で「やや不満足」「不満足」を選んだ方）どのような点が良くなかったですか。記号

に○をつけてください（複数回答可） 

A）役立つ情報が得られなかった     B）日頃の生活や活動の参考にならなかった 

C）スキルアップにつながらなかった   D）他の参加者との交流・情報交換ができなかった 

E）抱えていた問題・不安の解消につながらなかった 

F) その他（                                    ） 

 

※問４～６は、今回の研修（全３回）を受講した後のあなたのお考えをお聞かせください。 

 

問４ Ｂ型事業所の障がい者（利用者）の就労について、あなたのお考えに近いもの１つに○を

つけてください。 

A）訓練である                     B）どちらかと言えば訓練である 

C）どちらかと言えば（一般的に考えられる）労働である D）一般的に考えられる労働である 

E）その他（具体的に：                               ） 

 

問５ Ｂ型事業所で障がい者が 1 日 6 時間、１ヶ月に 20 日間の作業を行ったとします。また、

最低賃金が 1時間あたり 650 円とします。 

その場合の工賃としてあなたが妥当だと考えるものを以下の中から 1 つ選んで○をつけてくだ

さい。なお、障がいの程度や作業職種については想定せずにお答えください。 

（参考までに、この場合の最低賃金は、650 円×6時間×20 日間＝78,000 円となります） 

A) 1,000 円以上 3,000 円未満 B) 3,000 円以上 5,000 円未満 

C) 5,000 円以上 10,000 円未満 D) 10,000 円以上 30,000 円未満 

E) 30,000 円以上 50,000 円未満 F) 50,000 円以上 最低賃金（78,000 円）未満 

G) 最低賃金（78,000 円）以上 H) その他（               ） 

 



独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 

「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」アンケート調査 
 

 
※このアンケートは、今後の活動や独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業の実施の参考にさせていただく

ために実施するものであり、その他の目的に使用することは一切ございません。 

 

問６ Ｂ型事業所から支払われる工賃についてあなたのお考えに近いもの 1 つに○をつけてく

ださい。 

A) 工賃が最低賃金を下回るのは仕方がない 

B) 工賃が最低賃金を下回るのはある程度仕方がない 

C) 工賃が最低賃金を下回るのはいけない 

D) その他（                                ） 

 

問７ 今回の研修（全３回）を受講する「前」と「後」の、あなたのお考えの「差」についてお

聞きします。研修の前と後では、「問４」～「問６」の回答内容に変化がありましたか？また、

それはなぜですか？以下の回答欄に記入してください。 

A)変化があった               B）変化はなかった 

C)その他（                                    ） 

 

問７の回答の理由も教えてください。「A）思う」と回答した方は、どのような変化があったかも

教えてください。（自由記述）  

 

 

 

 

 

問８‐１ あなたが勤める事業所（もしくは、あなたと関係のある事業所）は、「就労継続支援

B 型事業所」ですか？ 

A)はい →問８‐２へ        B）いいえ →問９へ 

C）その他（                                ）→問９へ 

 

問８‐２ 問８‐１で「A)はい」と回答した方にご質問します。あなたが勤める事業所（もしく

は、あなたと関係のある事業所）は、障害者自立支援法による障害福祉サービスの移行をする際

に（たとえば、授産施設→B 型事業所へ移行等）、なぜ B 型事業所を選択したのですか？もっと

もあてはまるもの 1つに○をつけてください。 

A）就労に力を入れて取り組んでいきたかったので 

B）（B型事業所に移行は反対だったが）法人としての決定なので 

C）利用者からの要望があったので 

D）利用者の家族からの要望があったので 

E）支援の現場からの要望があったので 

F）地域からの要望があったので 

G）行政からの要望があったので 

H）制度上、仕方がなかったから 

（理由：                                      ） 

I）分からない 

J）その他（                                    ） 

 



独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業 

「就労継続支援従事者（管理者・職員）研修事業」アンケート調査 
 

 
※このアンケートは、今後の活動や独立行政法人福祉医療機構  社会福祉振興助成事業の実施の参考にさせていただく

ために実施するものであり、その他の目的に使用することは一切ございません。 

 

問８‐３ あなたが勤める事業所（もしくは、あなたと関係のある事業所）は、障害者自立支援

法の福祉サービスにおいて、どのサービスが最もふさわしいと思いますか？あなたのお考えにあ

てはまるもの１つに○をつけてください。 

A）生活介護   B）就労継続支援（A 型）  C）就労継続支援（B型） D）就労移行支援 

E）その他（                                   ） 

 

 

問９ 全員の方にご質問します。 

B 型事業所が、「就労の場」として機能するためにはどのようなことが必要だと思いますか？も

っともあてはまるもの 1つに○をつけてください。 

A） 「生活介護」と「就労継続支援」をしっかりと整理すること 

B） 職員配置基準の転換 

C） 管理職の意識改革 

D） 職員の意識改革 

E） 外部コンサルの導入 

F） 就労のノウハウの蓄積 

G） 適正な工賃を支払える仕事づくり 

H） その他（                                  ） 

 

問１０ その他、ご意見ご感想などありましたら、ご記入をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、あなた自身のことについてお聞かせください。 

◆性別： 男性 ・ 女性 

◆年齢：（       ）歳 

◆ご職業：（B型管理者 ・ B 型職員 ・ 行政職員 ・ 他（           ） 

◆受講内容： 管理者向け研修 ・ 職員向け研修 （どちらかに○をつけてください） 

◆受講回数：1回目の研修 ・ ２回目の研修 （受講した研修すべてに○をつけてください） 

 

 

たくさんのアンケートにご協力いただき、どうもありがとうございました。 

また、独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「就労継続支援従事者（管理者・職員）

研修事業」の研修にもご参加いただき、どうもありがとうございました。 




























































